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事業実施概要＆実施体制

:2025年12月8日 (月) ～ 10日 (水)実施日

:アラブ首⾧国連邦 (UAE)・ドバイ実施都市

:ドバイ現地レストラン、アジア食品の取り扱いのあるスーパー等の店舗実施会場
:一般社団法人全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会 会員様
:現地ディストリビューター、インポーター、バイヤー等（to B）および現地消費者（to C）

参加者

:9社社数

:コメ、パックご飯、米粉・米粉製品、米菓、日本酒対象品目

アラブ首⾧国連邦（UAE）への日本からの農林水産物・食品輸出は、2023年は約88億円で5年前と比較して2倍以上
に増加。新興市場として期待される中東においてドバイは物流のハブである。日本食レストランの人気も高まってお
り、2013年時点で約140店舗だったのが2022年には約160%増となる約340店舗にまで増加。低価格帯～高価格
帯のレストランがバランスよく拡大している状況で、さらなる日本産コメ・コメ関連食品の輸入需要の増加が期待さ
れる。中東で最も発展の著しい国であり、中東全体への影響力も大きいUAEにおいて、現地の日本食レストラン、小
売店等を中心に販路を開拓し、中東全体への輸出拡大を図るべく、これまで会員とのつながりが薄かった現地系・ア
ジア系バイヤー等を中心に日本産コメ・コメ関連食品の魅力を訴求するプロモーション及び商談会を行う。

事業背景・目的

酒蔵

日本の輸入業者

ドバイのアルコール飲料卸売流通会社

小売店・飲食店 Palm Jumeira内の飲食店

消費者

ドバイにおける酒類の流通構造 ドバイのアルコール飲料卸売流通会社は3社のみ
① Coastal Communities Distribution (CCD)
② AFRICAN & EASTERN BVI LTD. (UAE)
③ Maritime & Mercantile International (MMI) (UAE)

①はPalm Jumeira限定区域内のみの流通のため
実際は②③が主なアルコール飲料卸売流通会社

既に酒類の取り扱いのある飲食店であれば
日本酒のPRは可能

近年ドバイでは日本食人気が急速に高まっている。現地スーパーではアジア食品のエリアが設けられ、その中でも日
本食は高い人気を誇る。一方で酒類の提供に関しては、イスラム教圏ということでドバイ独自の法的規制が設けられ
ている。飲酒可能な場所は政府の許可を得ている施設のみで、酒類は一般的なスーパーでは一切販売されていない。
過去にはイスラム教徒以外の居住者が政府公認の酒類販売所で酒類を購入、またはレストラン等で酒類を消費する際
には許可証の取得が必須であった。しかし規制が緩和された現在は、許可証の取得が無くてもホテルや特別施設内の
レストランが許可を所持していれば酒類を消費することが可能となった。酒類、そして日本酒へのアクセスのハード
ルが下がり始めている今、一般人向けに日本酒を学ぶコースやセミナーなども開催されており、より多くの人の手に
酒類が渡りやすくなった。今後、コメ・コメ関連食品だけではなく、日本酒を含む酒類の流通も増加することは十分
に考えられる。

一般社団法人
全日本コメ・
コメ関連食品

輸出促進協議会様

参加会員様

・全体のプロジェクト管理
・予算管理業務
・協会様との連絡、調整

・会員様の情報、商品情報の管理
・会員様との連絡、調整
・運営管理

Gen Events LLC代表
内藤 えり

全体統括
宮永 知菜美

運営ディレクター
松村 風香

・ドバイ側での連絡・調整
（商談会場、レストラン）

・現地ディストリビューター、
バイヤーの紹介、招待

・商談補助
・現地情報の共有

事業概要

ドバイにおける日本産コメ・コメ関連食品

実施体制
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参加会員様への事前オンラインセミナー

事前オンラインセミナーの内容検討の参考とするため、各社に事前ヒアリングを実施。回答内容をもとに講演内容を調整。
以下の日程で、事前オンラインセミナーを行った。
日時:11月6日（木）日本時間 15:00～16:00
講師:Wasl Way Trading 代表取締役、齊藤久哉氏
参加方法:Microsoft Teams

齊藤 久哉 / Wasl Way Trading 代表取締役講師

ドイツに本社を持つ市場調査会社に在籍中の2000年から3年間、中東現地調査会社との合弁
企業へ出向し、営業部門責任者としてドバイに駐在。その後、日本の輸出食品商社に入社、
日本食材の中東向け輸出入に従事。ドバイやカタールなどで通算15年の中東駐在経験、現地
での日本食材輸入販売の豊富な経験を持つ。2023年サウジアラビアにて日本食輸入卸売販売
会社Wasl Way Tradingを起業し、レストランや小売店向けの日本食材の販売を行っている。
ドバイにも頻繁に行き来し、中東の日本食材の流通に精通している。

事前オンラインセミナーの内容

【市場の基礎情報】
UAE（アラブ首⾧国連邦）の特徴:

• 国土は北海道程度と小さいが、物流・金融・商流のハブとして機能している。
• 人口は急増しており、自国民比率は10～15%程度と低い（多国籍国家）。
• 英語が広く通じ、非石油部門（観光、展示会など）への投資が進んでいる。
• 税制面での優遇（所得税なし、法人税9%、フリーゾーンは0%など）があり、ビジネスがしやすい。

【中東市場の魅力と可能性】
巨大市場への入り口:UAEは中東・北アフリカ（MENA）地域への再輸出拠点であり、周辺国を含めた約5億人の
市場へのアクセスポイントとなる。
日本ブランドへの信頼:自動車や家電で築かれた「日本製品＝高品質・安全」という信頼感が食品にも波及してい
る。アニメ・漫画ブームも日本食への関心を後押ししている。
健康志向: 糖尿病患者の増加を背景に国を挙げて健康対策を行っており、日本食は「ヘルシーで美味しい」と認
識されている。
ハラル市場: 市場に流通している食品は基本的にハラル対応されており、特別な「ノンムスリムコーナー」以外
では安心して販売できる。

【日本産米・コメ関連食品の現状】
UAEでの日本産米:

• 日系レストランを中心に知名度が高い。
• 2022～2023年の米国産米（カリフォルニア米）の干ばつによる供給不足と円安が重なり、日本産米への

切り替えが進み、認知が拡大した。
• 競合はカリフォルニア米（中粒米）だが、品質・食感・安全性で日本米はポジティブな評価を得ている。

米菓（あられ等）:
• 賞味期限の短さが課題（競合のタイ・中国産は⾧い）。
• サウジアラビアではナッツ類と混ぜて「量り売り」される文化があり、業務用バルク需要がある。

日本酒:
• UAEの高級店では人気だが、中間マージンや税金で価格が高騰しやすい。サウジでは禁酒のため取り扱い

不可。
【輸出・物流に関する留意点】

温度管理の重要性: 非常に高温多湿なため、常温コンテナでは結露によるカビや品質劣化のリスクがある。定温
倉庫（15～18℃推奨）での保管やリーファーコンテナの利用が望ましい。
規制の違い:

• UAEとサウジは密接な関係だが、輸入規制や手続き（ラベル表示、必要書類など）が微妙に異なるため注
意が必要。

• 日本産米の輸出には、通常求められる植物検疫証明書（Phytosanitary Cert）の代わりに、現状は衛生証
明書（Health Cert）で運用されているケースが多い（グレーゾーンな運用が含まれる場合がある）。

価格競争: 日本国内の流通価格（キロ400円前後～）に対し、現地ではカリフォルニア米やベトナム米との価格
差があるため、品質や在庫安定性をアピールする必要がある。

【商談会へ向けたアドバイス】
安定供給のアピール: レストラン側はオペレーション（浸水時間や炊き上がり）が変わるのを嫌うため、一度採
用した銘柄を変えたがらない。「在庫を切らさず安定供給できること」が強いアピールポイントになる。
価格の固定: 原価計算が狂うのを嫌うため、為替変動等による頻繁な価格変更は敬遠される。
時間の感覚: 現地のバイヤーは時間通りに来ないことも多いため、気⾧に構える必要がある

事前オンラインセミナーの実施
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6月

スケジュール

6月初旬:キックオフ、実施概要の決定

6月下旬:参加会員様の決定

7月～8月:各会員様より会社紹介・商品紹介シートの提出

10月中旬:事前オンラインセミナーへ向けた各参加会員様への事前ヒアリング

11月初旬:ドバイへ商品の輸送
11月6日日本時間15時～:齊藤氏による事前オンラインセミナー

12月8日 (月) ～10日(水):商談会・プロモーション本番

7月初旬:商品情報概要をドバイ側へ提出
各参加者様の ①品目 ②種類 ③量

7月

8月

9月

10月

11月

12月

9月中旬～下旬:［最終版］商品情報詳細をドバイ側へ提

9月上旬:個別オンラインヒアリング

全体タイムライン
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商談会

現地日本食レストランにて日本産コメ・コメ関連食品のプロモーションと商談会を実施することで、to B に加えて
to C へのアプローチも実現。当日同行予定の現地コーディネーター、Gen Events 代表の内藤氏の持つコネクション
から、現地系・アジア系を優先し、より受注確度の高いバイヤー・ディストリビューターを招待した。それぞれ試食
を提供できる環境で、商品の魅力を伝えながらバイヤーとの商談を行った。

TOMO Restaurant会場

Wafi Cityに広がるショッピ
ング、エンタメ、ホテルが融
合した複合都市空間に位置す
る、5つ星ホテル「Raffles 
Dubai」内に店を構える高級
日本食TOMO Restaurant。

商談会 12月8日(月)
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【開会のご挨拶】

【日本産米セミナー】

商談会

セミナー実施状況
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• 1社あたり15分、全8スロットのスケジュールを設定し、商談を実施した。
• 精米については、TOMOレストランのシェフが事前に計8銘柄を炊飯し、ドバイのミネラルウォーターを使用し

た場合における各銘柄に適した炊飯方法について確認・調整を行った。商談時には、銘柄ごとに使用した米の合
数、浸水時間、水量、蒸らし時間を明記し、各社に対して説明を行った。

• また、炊き立ての状態で試食してもらえるよう、各社のテーブルに炊飯器を設置し、試食提供を行った。
• 商談会場では、各テーブル間の距離を可能な限り確保するとともに、取扱品目が重ならないよう配置を工夫し、

商談内容が周囲に聞こえにくい環境となるようパーティションを設置するなどの配慮を行った。
• 途中退席した企業もあったが、食材輸入業者および日本食を取り扱う現地スーパーマーケット6社、レストラン4

社が参加した。
• 対面形式で時間ごとに商談相手を移動する方式に不慣れな参加者も見られたが、運営スタッフが随時声掛けを行

い、円滑な進行を図った。

商談会

商談会実施状況
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【低メタン米PR】
• 会場の一角には、稲作で発生する温室効果ガスであるメタンの排出量を減らして生産された米、低メタン米、を

PRするコーナーを設置。

【日本酒講座実施状況】

商談会
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12月15日から18日にかけて、商談会場となったTOMOレストランを訪れた一般消費者を対象に、日本産米の試食提
供を実施した。試食後、プロモーターが消費者に対してアンケートを調査を行った。

実施方法:
1日あたり３銘柄の日本産米を、それぞれ1口大にして提供した。各銘柄を試食後、プロモーターが個別に聞き取り
を行い、アンケートを実施した。

TOMOレストランでのプロモーション

【一般消費者向け日本産米の試食提供および聞き取りアンケートの様子】

消費者向けプロモーション（精米）

一般消費者向け日本産米プロモーション
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12月9日(火)に米菓の消費者向けプロモーションを1004 Gourmetの2店舗にて実施。
1004 Gourmet: 2008年に韓国人のシン氏（現会⾧）が設立したアラブ首⾧国連邦(UAE)のドバイに拠点を置く、高
品質なアジア食材専門スーパーマーケット。日本・韓国・中国・タイなどの食材を揃えており、生鮮食品、韓国産イン
スタントラーメンや調味料、日本製の包丁や食器などのキッチン用品から韓国コスメなど、幅広く取り揃えている。最
近代替わりした代表（息子）は、トップレストランにシェフたちと深い親交がある。日本にも滞在経験があり、日本食
材を理解しているため、日本食材のアドバイスも行なっている。
ドバイ市内に4店舗、アブダビ市内にも1店舗を展開。カフェが併設されている店舗もあり、手作りスイーツなども販売。
さらに現地のニーズに合わせて、オンラインでの販売と、配達サービスも充実している。最近ではAl Ghurair Centreに
大規模店舗をオープン。アジア人が多い地域のため、今後の更なる発展が期待できる。

1004 Gourmetでの米菓のプロモーション

消費者向けプロモーション（米菓）

1004 の洗練された店舗デザイン

2005年7月にAl Ghurair Centreの新店舗をオープンした際には⾧い行列ができた。

併設のカフェではおにぎりなども販売されている。

消費者向けプロモーション 12月9日(火)
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12月10日（水）、キッチン用品Tavolaに併設されたStudioにおいて、パックご飯のコラボレーションセミナーを実
施した。本事業では、レストランを商談会場として使用しており、炊き立ての米を提供できる環境であったことから、
パックご飯を用いたプロモーションとの間に矛盾が生じる可能性があった。そのため、ペアレント層を主なターゲッ
トとし、パックご飯を使用しておにぎりや弁当を作る体験を通じて、忙しい朝の弁当準備を簡便化できる点を訴求し
た。
ドバイでは炊飯器を所有していない家庭も多く、「おいしいご飯を炊く」こと自体がハードルとなっている現状があ
ることから、パックご飯を使用することで、電子レンジにより簡単においしいご飯を準備できる点を訴求ポイントと
した。また、ランチボックス需要が高まっているドバイ市場において、Tavolaが販売する弁当箱は保温機能を備えた
人気商品の一つである。これらの弁当箱を使用した体験教室を実施することで、相乗効果によるパックご飯のPRを
行った。

② TAVOLA とのコラボでパックご飯のPR

実施日時:
12月10日(水) 10:00～10:45（1回目）、 11:00～11:45（2回目）

参加者に向けた招待状

消費者向けプロモーション（パックご飯）

消費者向けプロモーション 12月10日(水)

イベントに参加したSNSインフルエンサーが、インスタグラ
ムのストーリーズにて、コラボレーションセミナーの様子を
投稿した。
@Ashley_dxb:ドバイでのライフスタイル、食・料理、
フードブランド・イベント、食体験、旅行を中心に投稿をし
ている。
フォロワー数、2万人（2025年12月時点）
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Waitrose

店舗視察・意見交換会

Waitrose:英国系高級スーパーマーケットチェーンであり、ドバイでは主にDubai Mallなどの主要商業施設内に出
店している。輸入食品や高品質な生鮮・加工食品を強みとし、富裕層や外国人居住者を主要顧客層としている。

【視察・意見交換会概要】
12月8日(月) 10時より、Dubai Mall内のWaitroseにて視察を実施した。現地の日本食材流通卸事業者であるサミッ
トトレーディングの松崎氏より説明を受け、イートイン需要の高まりや、豚肉（ノン・ムスリム向け）製品に対する
底堅い需要を確認した。
特に、「棚貸し」という独特な商慣習が存在しており、日本メーカーが参入する際には、高額な登録料（リスティン
グフィー）の支払いおよび在庫リスクの全負担が前提となる。そのため、商品力のみならず、十分な資金力に加え、
現地ディストリビューターとの連携が不可欠である。

店舗視察・意見交換会

1004 Gourmet

1004 Gourmet:アラブ首⾧国連邦（UAE）を拠点とする、韓国、日本、タイ、台湾など東アジア・東南アジアの
食材・加工品を取り扱う食料品店で、家庭向けの料理材料から定番の輸入食品まで幅広く提供している。現地のホテ
ル・レストランなどにも食品を供給する卸売機能を持ち、UAE内約500 ヶ所以上の飲食店・施設と取引がある。

Deans Fujiya

Deans Fujiya:UAE・ドバイにおいて展開されている日本食材専門スーパーマーケットであり、在留日本人および日
本食志向の外国人居住者が主要顧客層である。日本産食品の品質や信頼性を強みとし、調味料、加工食品、菓子、冷
凍食品、生鮮品など、日本の食文化を再現可能な商品構成が特徴である。また、ノンムスリムコーナーも設置されて
おり、アルコールを含むみりんや豚肉を含む食材などが取り扱われている。

価格競争力よりも品質・正統性を重視したポジショニングを取っており、日系レストラン関係者や家庭用需要の双方
に対応している。一方で、価格帯は他のアジア系スーパーと比較して高めに設定されており、顧客層は一定の購買力
を持つ層に限定される傾向がある。


